
子どもたち一人一人の豊かな心を育む　道徳教育の充実を目指して



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ら考え、判断し、これからの時代を他者とよりよく生きる児童の育成 
～道徳科を要とした、情報モラルに関する指導の充実を通して～ 

   

普代村立普代小学校 
研究主題 

○自ら考え、判断し、他者との関わりを深める指導の工夫 

 ねらいとする道徳的価値に迫り、意図を明確にした中心発問になるよう吟味した上で、その中心発問を引き立たせる基本発問、補助発問の在り方
を考えました。道徳教育推進研修を受講した道徳教育推進教師を講師に、発問の種類と目的について共通理解に努め、考えや発言を生かしながら、

より児童が自分事として考え、道徳的価値に迫るために、発問をどのように構成するか、検討を重ねました。 

 

○教育活動全体で行う道徳教育の指導計画の改善 

〇 ２年 教材名「黄色いベンチ」（規則の尊重） 

Ｔ ２人は「はっ」として顔を見合わせて、

どんなことを考えていたのでしょう。 

【中心発問】 

中心発問を引き立たせる基本発問、補助発問の工夫 

話し合い活動の工夫 
他者との交流を通して多面的・多角的に

考え、さらに自分の考えを深めることがで

きるように、児童の実態や小規模校という

学校の実情を踏まえ、対話の仕方を吟味し

たり、話し合った内容の板書の仕方を工夫

したりしました。 

ICT の効果的な活用 

 他教科等と同様に、道徳科の授業においても、１人１台端
末を活用しています。道徳的価値に迫るための効果的な活

用の仕方を模索しています。 

○情報モラルに関する指導の工夫 

 研究主題に迫る上で、児童が
「自己を見つめる」ことが特に重要

と考え、振り返りの仕方や自分の

考えの可視化の仕方について吟

味しました。 

「自己を見つめる」ための工夫 

全体計画及び別葉の見直し 

情報モラル教育の指導計画との関連付け 

道徳教育と情報モラル教育の年間指導計画を照らし合わせ、双方で意図的・計画的

に指導を行い、効果を高めることができるよう、内容や教材の配列を見直しました。 

C1 どろつけちゃった。 

C2 よごしちゃった。 

C3 よごしちゃってごめんね。 

Ｔ どうして「ごめんね」なの？ 

（価値に迫るための問い返し） 

C４ 迷惑だから。 

C５ 困っているから。  

T   誰が困っているの？ 

C５ 女の子とおばあちゃん。 

T   ２人だけ？ 

C６ たかしとてつおも。 

T   自分も相手も困ったんだね。 

〇 ３年 教材名「金色の魚」（節度、節制） 

Ｔ 金色の魚は怒って何を言いたかった

のかな。             【中心発問】 

Ｔ 欲張ったことだけに怒っているの？ 

（価値に迫るための問い返し） 

C1 自分でやりなよ。 

C2 調子にのるのもほどほどに。 

C3 欲張りすぎ。 

C1 やりすぎたから。 

C2 おじいさんを危険な目に合わせている。 

C3 おじいさんに迷惑をかけている。  

C3 欲張りすぎ。 

発言の類型化や、効果的な色分けの在り
方を検討しました。 

それぞれが「なるほど！」
と思った考えを表示し、全体
で共有 
を電子黒板に表示 

時間を確保し、「なぜ
そう考えたか」と理由
を問いかけ、多面的・多
角的に考えられるよう
にしました。 

振り返りの書き方を提示し、過去と未来（授業
前と今後）の比較を通して、自分の考えの変容に
気付くことができるようにしました。 

授業前にアンケート結果を提
示し、自分の考えを客観視でき
るようにしました。 

 校長の方針の下、児童の実態や学校
教育目標、目指す子ども像等から情報モ

ラルにも関わる重点内容項目を設定し、

全体計画や別葉を見直すなど、教育活動

全体で道徳教育を推進しました。 

重点内容項目を「親
切、思いやり」、「規則
の尊重」、「善悪の判
断、自律、自由と責
任」と設定しました。 

11 月を重点月間とし、別葉の教
材配列を見直しました。 

 

 

※ 児童が、学習の基盤となる資質・能力である情報
活用能力を身に付ける上で、「情報モラルは情報社
会で適正な活動を行うための基になる考え方と態
度」であることから、この副題を設定しました。 
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